
 

 

 

 

 

 

 昨年度に続き校長を務めます 川原 文（かわはら 

あや）と申します。よろしくお願いいたします。 

 毎年のことですが、4 月 1 日付人事異動で職員の入れ

替わりがありましたので紹介します。データ版には個人

名は掲載しないこととしていますので、恐れ入りますが

お子様に配付しました紙面でご確認くださいますようご

了承ください。 

◆転出者◆ 

担当 

学年等 
氏 名 

教科 

等 

本校勤

務(年) 
転出先等 

教頭 河野 貴徳 数学 ３ 千代田中へ 

事務長 楢原 英幸 - １ 北川副小へ 

1学年 大坪 陽子 英語 ４ 基山中へ 

1学年 田中 亮士 社会 １ 西部中へ 

2学年 野田 憲司 技術 １ 退職 

3学年 浜本 弘樹 保体 ６ 小城中へ 

3学年 塚元あゆみ 国語 ３ 小城中へ 

3学年 小田 佳子 数学 ２ 退職 

3学年 北﨑真理子 理科 １ 基山中へ 

保健室 實石奈都紀 養護 ３ 川副中へ 

非常勤 樋口 勝弘 理科 ２ 三根中へ 

ＳＣ 大津 朋子 - 1 退職 

ICT 支援員 紫村 昭一 - ３ 退職 

 

◇転入者◇ 

 

 

 

《令和８年度がスタート！ ～始業式 》 

 ２、３年生で行った始業式。どの学年も 1 年間の成長

が表情や立ち居振る舞いに表れており、たいへんうれし

く思いました。 

 私から、どんな学校にしたいか（めざす学校像）、生徒

のみなさんにどんな人になってほしいか（めざす生徒像）

をお話し、そのために心がけることなどを伝えました。 

▶どんな学校にしたいか？ 

 生徒も先生も、中原中に生活する人すべてが、自分自

身の存在と、周りの人たちの多様性を認め合い、安心し

て学べる（働ける）場 にしたいと考えています。 

▶キーワード 「安心・安全」「人権尊重」 

▶どんな人になってほしいか？ 

「豊かな心をもち 自ら学び たくましく生きる生徒」

そして将来的には、ふるさとに必要とされる人になって

ほしいと考えています。 

〇豊かな心 とは？ 

・自分自身の存在と他の人の多様性を認め合う心 

・人とのつながりを大切にする心 

〇自ら学ぶ とは？ 学びのキーワードは「発見」！ 

・「自己発見」「課題発見」に取り組もう 

・粘り強く取り組む気持ちを自分の中から 

奮い立たせよう 

・振り返りをしっかり行いさらなる学びの発見をしよう 

〇たくましさ とは？ 

・心身ともに健康であること「食事・睡眠・運動」基本

を大事にすること 

・目の前のこと、「今」を頑張ろうとすること 

・失敗や困難を乗り越えたその先を想像して頑張ろうと

すること 

▶生徒会とともに学びの場をつくっていきます 

 前期生徒会スローガン 「笑顔と元気で学校改革」 

 ・生徒と先生の笑顔プロジェクト 

 ・部活動の活性化 

 ・生徒と共につくる生徒会 

▶今年度の重点取組 

〇生徒会が自らの学校生活に課題意識をもち、改善に向

けた当事者になる 

・生徒同士の関わりを強く、そして、先生たちとの関わ

り（＝信頼関係）を築いていく 

〇学級づくりにおいても一人一人が当事者となる 

・チーム担任制の深化 

 （担任は 4人のチームでそれぞれの学級を見守ります・

先生は相談役・学級を超えて生徒全員を支え、みなさ

んの安心・安全を守ります） 

 (生徒のみなさんは、どの先生に相談しても構いません。

隣のクラスの先生だから…ダメかな…ということはあ

りません。) 

 生徒たちに向けて以上のようなことを話しました。 

担当 

学年等 
氏 名 

教科 

等 
前任校等 

教頭 下西 敬 数学 佐賀市 城南中 

事務長 青木 穂美 - 佐賀市 北川副小 

1学年 城野 文雄 理科 三根中 

1学年 吉野素万子 英語 県立大和特別支援 

1学年 竹下 靖史 数学 北茂安中 

2学年 白井 大貴 保体 佐賀市 成章中 

2学年 安武 生芽 国語 吉野ヶ里町三田川中 

3学年 藤原 英則 技術 吉野ヶ里町三田川中 

保健室 飯嶋 圭 養護 佐賀市 久保泉小 

ＳＣ 河野 保恵 - - 

ＩＣＴ支援員 石川 大和 - 多久市 西渓校 

【校訓】 英知・忍耐・誠実  【学校教育目標】 豊かな心をもち 自ら学び たくましく生きる生徒の育成 ～自律・協働・挑戦～ 
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《ようこそ、中原中へ!! ～入学式》 

４月１０日（金）本校体育館にて入学式を行いました。

１８名の来賓の方のご臨席を賜り、在校生、保護者の皆

様、教職員で新入生６４名を迎えました。 

新入生の皆さんは緊張した雰囲気の中でも、とてもい

い表情で式に臨みました。 

 

まず、みやき町教育委員会により６４名の生徒の中原

中学校での学びが始まることが告示されました。併せて

お祝いの言葉を頂戴するとともに、『中学校の三年間は、

学びを深めるとともに、自らの将来について考え始める大切な

時期です。日々の授業や部活動、学校行事などの一つ一つ

が自分の興味や適性を知ることにつながり、進路を思い描く

手がかりとなります。これからの三年間、何事にも一生懸命に取

り組んでみてください。みやき町教育委員会は、皆さんを全力

で支援していきます。』（教育長･一木徹也様）という心強い

言葉もいただきました。 

 

私は式辞の中で、『校訓「英知・忍耐・誠実」の下、「豊か

な心をもち」「自ら学び」「たくましく生きる」人になってほしい。特に、

「自ら学ぶ」のキーワードを「発見」とし、「課題発見、自分発見、

学び方の発見」を、中学校生活の３年間をかけて頑張ってい

こう』という期待を伝えました。 

在校生を代表して生徒会副会長が、『中原中学校には私

たち生徒が主体的に考え、行動する行事がたくさんあります。』

と、中原中学校の紹介をしながら、『私たちの可能性は無

限大です。失敗を恐れず、何事にも勇気をもって挑戦していき

ましょう。みなさんにとってこれからの中学校生活が笑顔と希望あ

ふれるかけがえのない時間となることを願います。』と、歓迎の言

葉を述べました。 

そして、新入生代表が、『新しい環境の中、少し不安はあ

りますが、中学校生活のすべてがよい思い出になるように全力

で学校生活に取り組みたいです。 そのための四つの誓い 

一．考えて行動します。自分でしっかりと判断し行動していきます。

二．進んで学習します。話を

よく聞き、たくさんのことを吸収

します。三．全力を尽くしま

す。どんなことでもあきらめず、

最後まで全力で取り組みま

す。 四．思いやりの心をもち

ます。困っている人を見つけ

たら、率先して手伝います。』 

と、誓いの言葉を述べてく

れました。 

また、来賓の皆様からは、中学校で学習や部活動、仲

間との関わりを通して学び、成長していく中でぜひ大切

にしてほしいこと、として「心の成長」という言葉をい

ただきました。『人を思いやる気持ち、感謝する気持ち、努力

する心など、たくさんの経験を通して、豊かな心を育んでほしい

と思います。みやき町は人のあたたかさにあふれた町です。先生

方や家族、地域の方々が皆さんの成長を見守っています。仲

間とともに充実した学校生活を送ってください。』（町議会議長･

平野達矢様）と、お祝いと励ましの言葉をいただきまし

た。地域、保護者、学校が一体となって子どもを育てる

というみやき町･中原の美風が垣間見えるお言葉でした。

心から感謝申し上げます。 

このように多くの方々の祝福を受け、入学してきた新

入生の皆さん。皆さんも、３年生･２年生とともに、よき

伝統を受け継ぎながら一日一日を積み重ね、夢の実現に

向けて頑張っていきましょう。 

 

《ご協力のお願い ～リーバーへの登録》 

みやき町のすべての小中学校で、通信システム「リー

バー」を取り入れています。主な目的として、学校から

の連絡を保護者の方へ確実に届ける、印刷に係る費用等

の削減などがあります。また、緊急時や急な変更などの

周知が、電話連絡に比べて格段にスピードアップできる

という利点もあります。このような主旨をご理解いただ

き、登録の継続、未登録の方は新規登録をお願いいたし

ます。登録方法が不

明の場合は、担任又

は学校の方へご連絡

ください。 

 

※プライバシー保護及び安全・防犯上の配慮から、データ配信用には生徒・職員の写真を掲載しておりません。ご了承ください。 
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